
平成２９年２月１日

武庫中だより ２月
〒661-0043 尼崎市武庫元町 2 丁目 24 番 30 号 (℡)06-6431-2511 武庫中学校学校通信

～三年生 夢に向かって～
いよいよ２月になり今年度も残すところ２ヶ月です。３年生にとっては、中学校時代の締めくく

りのときを迎えています。１０日には私立高校の入試があります。毎日が慌ただしく、緊張感のあ

る日々を過ごしていることと思います。大きな試練ですが、これまでのみなさんの努力が報われる

ことを願っています。最後の１日まで努力を続けることは勿論ですが、その努力を支えるのが、「心

の持ち方」です。「自分を信じること」「あきらめないこと（あきらめたらそこで終わり）」「共に頑

張り支え合うこと（仲間との頑張りが自分をささえる）」そして最後は「元気（健康）」です。入試

当日、体調悪く受験できなかった。でも、残念ながら延期はありません。これが世の中の厳しさで

す。不安は皆同じです。これまでの努力を存分に発揮して、自分の希望を叶えてください。応援し

ています。

1995（平成 7）年・午前 5 時 46 分 兵庫県南部地震発生（阪神淡路大震災）

2011（平成 23）年・午後 2 時 46 分 東北地方太平洋沖地震発生（東日本大震災）

～ 地 震 か ら 命 を 守 る た め に ～

地震はいつ起こるかわからず、止めることもできません。そんな地震から命を守るためには、日

頃からの備えと地震が起こったときの適切な行動が大切です。

本校では、１月１７日、お隣のベビーメーソンの園児、先生方にもご参加いただき、合同で地震

と津波を想定した避難訓練を行いました。避難・集合・点呼という流れは、全体として真剣に、そ

して迅速に行動することができました。現実に大きな地震が発生したときは、訓練の落ち着きはな

いとは思いますが、地震から命を守るためには、まず地震が起こったときの適切な判断と行動が大

切です。身のまわりに起きる危険について理解し、素早く行動できるようにしておくことが大切で

す。「冷静に行動する」「そのときの状況の中で最善を尽くす」ことが自分の「命」を守ることにつ

ながります。

近い将来、太平洋沿岸に巨大地震（東海地震、東南海地震、南海地震）が起こり、大きな津波が

やってくると言われています。

重要なことは、

①より高いところに避難する

②海岸から離れる、近づかない

ということが鉄則です。

地震が起こる時刻を予測することはでき

ません。「災害は忘れたころにやってくる」という有名なことばがあります。

「1.17 阪神淡路大震災」から２２年の節目を迎え、そして「3.11 東日本大震災」からまもなく６

年が経とうとしています。特別な意味を持つ「１月」には、県下各地で防災訓練が行われています。

改めて「防災」について意識を高めていただきたいと思います。

阪神淡路大震災から２２年 1.17は忘れない

【本校生徒会が全国いじめ問題子供サミットに参加】
１月２１日（土）、東京で開催されたサミットに、本校生徒会会長の桑田さん、書記長の齋藤さ

んの二人が、生徒会担当の松井先生の引率のもと、兵庫代表として参加しました。全国各地の学校

の児童生徒が集い、交流を深めたという貴重な経験を、武庫中学校の生徒会活動に活かしてくれる

ものと大いに期待しています。

【表彰】
◆吹奏楽部 第 44 回兵庫県アンサンブルコンテスト東阪神地区大会

金賞 木管５重奏、銀賞 金管８重奏、銀賞 クラリネット５重奏
◇女子バスケット部 第３回チャレンジカップ 優勝

最優秀選手賞 玉置咲歩(2)、優秀選手賞 矢野 遙(2)
◆バドミントン 第７５回宝塚市バドミントン競技大会

三位 音 星衣来(1)
◇兵庫県中学校総合文化祭展覧会

特選 若松こころ(3)、入選 西本歩生(3) 入選 齋藤美乃莉(2)

２月のおもな予定 11 日（土）建国記念の日
13 日（月）教育相談～ 17 日(金) 15 日(水)公立 2 月入試

4 日（土）土曜チャレンジスクール 16 日（土）土曜チャレンジスクール 19(日)高専入試

6 日（月）朝礼 20 日（月）朝礼 公立２月入試合格発表

7 日（火）生徒会専門委員会 22 日（水）期末テスト～ 24(金)

8 日（水）e-ラーニング（放課後） 25 日（土）３年生送る会（武庫地区会館）

10 日（金)新入生保護者説明会 14:00 ～ 27 日 (月) ２年高校説明会⑥

私学入試 28 日 (火) １・２年防災講演会⑤

伝えよう！阪神淡路大震災（１９９５年１月１７日）から２２年

地震 そのとき 私は・・・

１７日の朝、私はまだぐっすり眠っていた。マグニチュード７もの強大な地震が兵庫県南部

一帯を襲った。生まれて初めての経験だった。かすかなゆれを感じてうっすらと記憶を取り戻

し、とっさに私は「危険だ！頭を守らねば！」と思い、ふとんをかぶって、しばらくじっとし

ていた。上から何かが落ちてくるのを感じた。母は、「地震やで！」と叫んでいた。私の横に

は、二段重ねのタンスが倒れていて、身動きがとれなかった。やっとの思いで倒れた物からの

がれ、隣の部屋へ行った。両親は無事だった。すごくホットした。・・・・・・・・・・・・

タンスがこわれ、食器がこわれ、どこら手をつけたらいいのか・・・とほうにくれてしまう

ほどすごかった。最悪の状態だった。

今回の地震で、関西の人は、いろんなことを学んだと思う。大丈夫だと言われていた高速道

路（阪神高速）も崩れてしまった。「関西では地震は起こらない。」そう思い込んだこと自体間

違っていたと思う。今後、残された課題は、数多くあるのではないだろうか？

１９９５、１、２０ 学校再開１日目

この作文は、当時の勤務校で担任していたクラスの生徒が書いたものです。震災３日後に学

校が始まりました。生徒・先生共々、全員の無事が確認できたときは、感無量でした。校舎の

中は大変な状況で、全員で片づけや整理、清掃にあたりました。学校はしばらく避難所となり

ました。卒業式は小学校の体育館で行われ、入学式は小雨ふるなか、グラウンドで行いました。


